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世界で も希有な長寿社会 を迎 えた 日本で は、高齢者がいかに痴果症 (いわゆるボケ)に な らず に

老後を過 ごせ るか ということが重要な社会問題のひ とっになつています。 この問題 に関連 して先 日、

ある先生か らボケ防止対策のお話 を伺いました。その先生は、ボケ防止には 「三か く」が効果的であ

るとおつ しゃい ました。すなわち、「恥 をか く」「汗 をか く」 「文 をか く」 とい う 「三か く」です。

第一の 「恥をか くJと は常 日頃多 くの人々とコ ミュニケーシヨンをとり、自分 自身の好奇心 を失わせ

ないようにす ることです。第二の 「汗をか く」 とは文字通 り、日常的に身体を動か し肉体的な老化 を

抑制す ることです。そ して第二の 「文をか くJと は、手紙 を書 くなど指先を動か し脳を活性化 させ る

ことです。

この話を聞 きなが ら、ボケ防 1卜の 「三か くJと は実は留学生活を充実 させ る 3ヶ 条で もあることに

気がつ きました。例 えば、留学の日標である学位を取得するためには指導教官 と頻繁 に議論 し、新 し

い知識を修得 しなが ら論文を書かなければな りません。 また健康を維持す るためにはスポーツで汗を
ひつよう       にほん  せいかつようしき  な          が■だ うがい  ひとひと せつきよくてき

か くことも必要です し、日本の生活様式に,‖れるためには学校外の人々と積極的にコミユニケー トす

ることも必要です。

確かに留学生活は大変です。見ず知 らずの国での生活様式や研究スタイルに戸惑い、ス トレスを溜

め、心身に変調をきたす人も少なくあ りません。そして、彼らの中には専門医の治療を必要 としてい

る人 もいます。しか し、本当に留学生活の悩みを解決するためには、これまで述べて きた 「恥をか く」

「汗をか く」「文をか く」ことが最善であると私は思います。

ただ し、「恥をか く」「汗をか く」「文をか くJた めには、それを実行で きる環境が整備 されていな

ければな りません。もし皆 さんが常 日頃、農学部の中で 「恥をか くJ「汗をか く」「文をか く」ための

設備やシステムに不満を感 じているならば、躊路せずわれわれ国際交流委員会や教務掛に中し出て下

さい。そのような研究 生活環境の不備を解消することも、われわれの使命なのですから。
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H月 6日 に私たちは佐藤英明先41をは じめ、関係 の

先生 や教務 掛 の方 々 に連 れ られ ま して 、農学 部 附属

海洋 4L物資源教育研究セ ンター と女川原子 力発電所 P

Rセ ンター を見学 して きました。

海洋 41物資源で も原子力発電で も私の研究 分野 にか

な り違 うのですが、それのいずれ も人間に対 して な く

てはな らない食品 とエネルギー となる もので今や世 界

で笑 きい課題 になつてい ることで 、
1私

の簡忠 を前 きま

した。今 まで我 々は陸 1の生物 資源や数万年 も経 つて

溜 まつていた石油 、石炭 などのエ ネルギー をよ く開発

して き ましたが 、 ど うもい まに食 品や エネ ル ギ ー の

不足が 出て くると思 われ ます。 とい うことは地球上 の

人 日は毎年 8000～9000万人が増 えて きて いて 、耕地 は

増茄できなくなるだけでなく、環顧 象搬、ポ旨を竿
びに晃腱避工面の三葉7とによりどんどだ職びし、岩喘
ゃな後はぁと為‐1等ぐ檬ミ禍等しかれ補できないこと
と言われています。それなので、海洋生物資給が青か

ら開発 されて きましたが これか ら もつ と広 い海洋の

生物資源をよく保護 し、開発 し、更に利用 しなければ

ならないと思つています。 またエネルギーについて も

新 しいエネルギー源を開発 しなければな らないことに

なつています。今の原子力発電に反対す る人がかな り

附属 施 設 見 学 の

農 学部で は毎年 ,留 学 ′Lを 対 象 と して附属施 設 の

見学旅行 を実施 して い ます。平成 9年 度 は,女 川 にあ

る附属海洋生物 資源教育研究セ ンターの見学 を平成 9

年 11月 6日 に行い ました。 また、女川原 子力発電所 P

Rセ ンターの見学 も併せて行い ました。

以 ドは参加者の感想です。

Thanks to thc carcful organizatiOn of the lnternational

Exchangc Comi■ littcc l think thc sch001 cxcursion for

forcign studcnts to the AfFlliated Ocean Biology Rcsourcc

Education Ccntcr and Onaga、 va Nuclcar Po、 vcr Station

Public Relation Center was very succccdcd l cllJoyCd this

kind of travcl Espccially thc visit to the Ocean Center is

bcncflcial to our study lt lct mc knOw th.・tt thc intcr m■or

rcscarch is possible   Sometimes l rcel that 、omc

cxpcrimcnt is not possiblc tO cary out in my laboratory

And l hope l can do it at other laboratory Of thc samc

Faculty lf thcrc is a chancc I 、vould likc to know more

about the common facilitics

l am also glad to get a little bit kno、 vledge about thc safc

utilization of nuclcar pO、 vcr tO thc civil construction OF

course, I hope 、ve can get bcttcr、 vays to gct ridc Of thc

nuclcar wastc as soon as possiblc

Form LIU Zaochang

T、vo 、veeks ago, I, as a rOrcigncr studcnt, visitcd thc

EducatiOn and Rcscarch Ccnter of Marine Bio― reso urccs

attached to Faculty of Agnculturc That was thc sccOnd timc

l wcnt Out of thc ca』 npus to visit the subsidiarv Facilitics of

Faculty of Agriculturc Aftcr about t、 vo hours traving on tlle

bus. 、ve got ttl me destinatlon Through thc introductlon of

PrOf KIJima,WC gOt known the histo″ ,devclopmcnt and

鮭 ilities or that ccntcr Thc stuFf Of thc ccntcr also took us

go for a sail on thc pcticing boat of thc ccntcr,Mr YoshinO

took somc picturcs whcn wc wca蒟ng thc life jacket got off

thc boat as a s9uvenir On the returning way,wc also visitcd

thc Onagawa Nuclcar Powcr Public Relation Centcr Aftcr

30 min sPiralling up thc mOuntain, 、vc got tO the Nuclear

Powcr PR Center, which was a vcry mOdcrnizcd

insta1latiOn Rcccnt ycar, nucler po、 ver stations 、vcr_‐ also

builted in our country,but l al、vays、vo暉 abOut thc garbage

disposal of nuclcar ftlcl and the sarety,a■cr that vi、iting,my

WOl■N Vanlshcd

Through this time and last years visiting to thc Farm Of

thc Faculty Of Agricultucr,I havc a Ftll understanding to()ur

raculty, this is ncccssary, I think、 fOr mc and an students

studying at this Facultv Fina1ly,I、vant to thank thc Faculty

of Agriculturc tO provcd this chance lor us

It、vas verv important and intcrcsting tO havc visited the

EducatiOn and Rcscarch Center of Marinc Bio― rcsourcus,

due l、 vill devclop somc of my tcchnical activities in that

placc l think that Center has a very goOd 10cation anowing

Caワ  Out as much rcscarchcs at protected aleas as cxposcd

rocky areas Like、 visc, in Onagawa Nucicar Po、 ver Public

RclatiOn Ccntcr l admired as Japan has bccn ablc tO

combinc high Tcchn01o8ical dcvclopment 、vith an

cfflcicntly urbanizatlon
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いますが、それ も確かに放射線の汚染の恐れがあ りま

すが、どの新 しい技術で も負作用 もあ りますか ら、そ

れを全部利用 しない と、今の世界はどうな りますか。

だか ら反対す るよ りもむ しろ積極的に研究 し、利用し

ながらその欠点を除いた方がいいと思つています。

リ   シ

李 西

垢れまず牛9冨|まlF面結遣階杵ち,ら[J株に桑ました。

`描

E4 ギ́由
さ
藤峻おヽ羞省害の赫めで、11月6日に

ど亭補晰楓雛子♯ど物署覇褒響舗究センターと要;|
騰7ウl完篭誹PRセンターヘ;[年に各きました。

7,生たちが'7洋
だ計をしたり、;[学したり、費よ

をしたり、とても楽しい生首を過ごしました。農学部
面篇雛洋星物饗派褒讐絆先センターの樹発施譲を覧撃
してか ら実習船 に業 りました。砂漠で警 つだ缶 ことっ

ては非常に慮しい篠駿でした。また、贅;1'17)i
霧篭訴PRセンターの覧率ではrソ方奥曜鍔:乗場の
処瑾が志苦せでしたが管理者に鵡輩轄業の常キ議は名il
ありません」と士われて、書も安心しました。今度の
覧寧で|ピ帯|「笙よ、輸路を榛めると印蒔に、いろいろ
な力∴義を湯勧ばしました。ただし、参加iした留学生から
ないことが残念でした。また、見学のチヤンスがあれ
ば沃綸σ井好,生し=藉にち郷iしたぃとなぃます。

７
西

羊茂9準12指'15首|ビ蓑再t芽リエンテーションを開程しました。
このなかで、Tのかけはじ第2尊 (1997竿H打紫7:)の「菫廿σつ材撃林議冑こJでも詫章を暮せていただぃた

期物,[犠村亨議徒訪軍の案馘 丼itヤ晟10年3打に

'在

を最樽し、修ソされた餐満 多

'襦

釜D3″み稚価さん
に留学4:活をテーマ とした特別講演 を していただ きました。

また、オリエンテーション終了後、指彗襲管、=珠笑チューターと=絡に憩蟷答を簡湛しました。以十は、樽前
需後のデ肖です。(なお、様蹟発生には島プどあ帯羊林桜艶」に出議誓の需番で謡治をお縦いしましたので、1彗喜の
掲載は割愛 させていただ きます。)

私 が米経験 で 未知 の世 界 に飛び込 んで か ら、い ろ

い ろな期待 と喜び が あ りま した。 まず 、生 き

`Lき

と

キ■に森えだ抵攣や■を越るためには権晨であるこ
とが大切で あ ります。つ ぎに、 よき友 を、 よき先輩

を もつ ことが誇 るべ き宝で 、至上 の幸運で あ ります。

また、li人で橋まず発書、疑災にもどんどんil議す
れば、解決方法を見|||せるヒントがあたえられます。
藁程に、美主にあつて、違実の平橘は、躊f渥あ品を
持つ ことで あ り、師を持 たぬ人生 ほ ど不 幸な ことは

ありません。どんな有名災となり 成功者となつて
もPI lなき人生は さび しぃ もので あ ります。

日本 の楽 しい 。ヽ ろいろな 文化や 習慣 を経験 し、

みんな と仲 よ くゃ つて い こう。 これ こそが貿学の人

きい意義の 一つた と思 い ます。 そ して、 1度 と来な

い轡撃路 にのビ撻 を、込 _を話 を慧 い∴ピ■ しく鋳

んで ゆけるような、悔 いのない留学生活 を過 ご して

くだ さい。思 い き り活動 しきつてゆ く人 こそ、美 し

くて幸運のつ かめ る人で あ ります。

律Υしました。始しぃです。
イ
徹を展嶋‰j借導して

くださつた先生に、tさから感謝の意を表します。
実験やとりまとめに符かと槍栃をいただぃた
査i#編も:撃謡礎の知薩婁実筆院左をはじめとする
讐様に候くな議いたします。
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じゆうりようせい

修了生か
平成 9年 度、農学研究科では、博士課程前期 2年 の課程で 6名 、

しゆうりよう
修了されました。

こうき  わん  かで ,  ヽ   めい  りゅうがくせい

後期 3年 の課程で 4名 の留学生が

1了されました。
しゅうりょうこきこく      りゆうかくせ,  ヽ              よ                    い 力  しよう力ι'

修 了後帰国された留学生からコメントを寄せていただいたので以下に紹介します。

”料

リユウ

盤」 ”鵬
に1=ん   さ        ねたよん  た

日本に来てか ら3年 半が経 ちました。そろそろ
力 ,こう わか   とき      にはん    ,ゅ うがくせい力, ■

学校を別れる時にな り、日本にいた留学生活を振 り
,え     きt しょ   らヽ ,,ら  なくてき  た ,せい         かんか

返 り、最初の来 日の目的を達成 したかと考えればい

ろいろ思い出があ ります。

「百間は ―見に如かず」 (Seeing is believing)。

日本の先7tL的な科学 と技術を学びたい、日本的伝統

と文化を r解 したい、二っの動機を持つ私は仙台に

斎いた‖からの二年半に、日曜 日とル1日を除き、ほ

とん ど毎 「l学校 に通 つて い ました。 
‐生懸 命に実験

をやつて、データを整理 して、論文を投稿 して、つ
ふ し  は くti`〈 1.

い に無事 に博士学位 が とれ るよ うにな りま したが

どうして もまだ、や りたいことがあ ります し、遺憾

な こ とが 残 ち て い ます 。 も し 自分 の 好 きな 、

博士錠資以外の分野 と実験 もやれれば、もつと成果

になると期待で きるし、 もし農学研究科で留学生 と

日本人学liの間に定期に研究発表会を開 くことがで

きれば、 (あるいは、一緒にお花見をした り紅葉を

見に行つた りで きれば)、学問への考 え方などのい

ろいろの面で深 く交流す ることがで きると思いま

す。

先号の緑のかけはしに佐藤英明先11が書いた とお

り、 LI本にr/1学して よかつた と思つていましたが、

もつと留学生の要求 と困難を考えて くれればよかつ

たと思います。 ・i然、留学生自身 も積極的に自分の

要望 と期待をはつ き り言い出 し、 しか も、自分の

,  ョ グ リ ズ ベ  グ

Chaudhw.Zubcad

My imprcssion about Japan is similar as thc most

forcign student had But cspccially bcing an

agricultural rescarch studcnt, my idca about thc

rcscarch levcl hcrc is cnough to compctc thc 、vorld

standard Although Japan is not an agricultural land,

but l think Japan can bc a trcndscttcr of tllc modcrn

agricutural tcchniqucs As a lnattcr of fact,that Japan

is an industrial country and thc most of thc food

matcrial is bcing illlpoltcd flom othcr contrics,hcncc

it is rcquircd to improvc thc cxisting facilitics Thc

nccd is only thc application of thc modcm tcchniqucs

、vhich rtrc、vcll cstablishcd in Japan Thc application

of ncw tcchnology 、vill boost thc agricultural status

and it is only possiblc,whcn thc Japancsc scicntist bc

wcn a、varc of thc、vorld agricultural problcms Thc

rcquircmcnt is only, thc cxchangc of communication

、vlth thc othcr countrles for thc futurc rcqulrcmcnts

and practically implcmcnting thc rapid advanccs at thc

molccular and gcnctic lcvclsl 、vhich Japan havc an

cdgc Thc numbcr of forcign rcscarchcrs in

agricultural dcpartmcnts is stili not enough,thclc is a

nccd to promotc thc agricultural rcscarch cxchangc

programs with thosc countrics which havc simi]ar

agricultural cnvironmcnts lt is also important that

Japan should scnd his rcscarchcrs to thcsc countrics

With this idca,、vhcn thc pcoplc will go baじk to thcir

rcspcctivc countrics with having a hand in modcrn

tcchnology,au● Эmatica‖y thc agricultural quatity、vill

mutually improvc and Japan、 vill bc rckno、vn as a

trcndscttcr of 21st ccntury agncultural tcchnology

l think that thc Japancsc arc rcgular and hard

、vorkcr,and thcy havc disciplincd manncrs cvcn from

L.tb to cntcrtainmcnts This is cnough for somc onc to

carry thc rcscarch activitics to somcvヽhcrc
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けんさつうせいわつ おく        しゅうよう

努力を通 じて活発 に研究生活を送 ることが重要です。


